
令和７年度 第３回 佐鳴台中学校運営協議会 会議録（要点記録） 
 
１ 開催日時　令和8年2月14日（金）14時00分から15時30分 
 
２ 開催場所　佐鳴台中学校 会議室 
 
３ 出席委員　栗田　高典　　橋本　博行　　嶋津　歌絵　　鈴木　清吾　　宮地　亮 
　　　　　 　尾上　定　　　岩本　美雪　　中野　昭良（学校支援コーディネーター） 
 
４ 欠席委員　大野　淳子 
 
５ オブザーバー　外山　堅吾（佐鳴台協動センター所長） 
 
６ 学校　榊原　秀洋（校長）　　 　鈴木　美音子（教頭） 
　　 　　坪井　秀臣（教務主任）　 池野　誠　　（生徒指導主事） 
 
７ 傍聴者　なし  
 
８ 会議録作成者　CSディレクター　鈴木　淳子 
 
９ 議長の選出 
　　司会の教務より議長の選出について委員に意見を求めたところ、橋本委員と中野委員から栗田会

長を推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。 
 
１０ 協議事項 
　（１）学校関係者評価（アンケート結果の報告と分析） 
　（２）次年度学校運営の基本方針について 
　（３）学校運営協議会の自己評価 について 
　（４）夢育やらまいか事業（佐鳴湖学習・エアロビクス）の報告 
 
１１ 会議記録 
　　司会の教務から、委員総数９名のうち８名の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立して

いる旨の報告があった。 
 
　（１）学校関係者評価 
　　　　議長の指示により、教務から学校関係者評価について、生徒指導主事から学校生活アン　　

ケートについて説明があり、委員からは以下の発言があった。 
　　　・アンケート結果は概ね良好だが、「楽しく学ぶこと」と「学力の伸び（知識の定着）」　　　を同時に成

立させることは難しいのか、あるいは相乗効果があるのか。（栗田会長）  
　　　→ 新しいことを知る楽しさは生徒の目を輝かせる。タブレット等の活用で学びのハードル　　　は下
がっているが、知識定着には書くこととのバランスなど、定着のための手法を工夫　　　し続ける必要

がある。（教務） 
　　　　・将来の夢や希望に関する項目で、2年生の保護者の肯定の回答が他学年に比べわずかに低 
　　　　いのが気になる。学年による特性や成長段階の違いがあるのか。（岩本委員） 
　　　→ 成長段階による違いはある。1年生はまだ幼さが残るが、3年間で大きく成長していく。　　　ま
た、学年ごとのカラーもあり、それが数字に現れている面もある。（教務） 

　　　・ 業務で多くの学校を回っているが、佐鳴台中の生徒は非常に落ち着いており、先生方を　　　信
頼していると感じる。これは素晴らしいことではないか。（宮地委員） 



　　　→ お墨付きをいただき感謝する。生徒と教師の信頼関係を今後も大切にしていきたい。 
　　　　（校長） 
　　　・ アンケート分析に生成AIを活用したとのことだが、どのような利点があったか。 
　　　（栗田会長） 
　　　→ 教務主任が試行的に活用した。人間がまとめるよりも細かな視点での分析が可能になっ　　　た
と感じる。これからの時代、AIを使いこなすのは人間であり、正しい活用法を生徒に　　　教えていく
ことも学校の役割だと考えている。（教務） 

 
　（２）次年度学校運営の基本方針について 
　　　　議長の指示により、校長から資料に基づき学校運営基本方針について説明があり、委員　　から

は以下の発言があった。 
　　　・ スローガンを「中学校は大人になるための学校」とし、生徒に繰り返し伝えていく。佐　　　鳴湖学
習、多文化共生、ICT活用の推進の3本柱を継続する。特に生成AIについては、そ　　　れを使うのは
人間であり、正しい活用法を教えていくことが中学校の役割だと考えてい　　　る。（校長） 

　　　・ 経営構想案にある「人間関係プログラム」や「ピア・サポート」とは具体的にどのよう　　　なもの
か。（嶋津委員） 

　　　→「人間関係プログラム」は学級活動の時間などに担任とグループで行うゲーム的な要素　　　を
含む活動である。「ピア・サポート」は専門の講師を招き、全校生徒でコミュニケー　　　ションの取り

方を学ぶ取り組みを指す。（教務） 
　　　・ 次年度の方針は大変うまくまとめられており、生徒たちの成長が楽しみである。 
　　　　（橋本委員） 
　　　・責任を持って佐鳴台中の教育に努めていく。今後とも理解と協力をお願いしたい。 
　　　　（校長） 
　　　協議の結果、全員意義なくこれを承認した。 
 
　（３）学校運営協議会の自己評価について 
　　　会長から学校運営協議会の自己評価について説明があった。 
　　・部活動の地域移行（地域展開）の進捗状況はどうなっているか。（栗田会長） 
　　→市の呼称が「地域移行」から「地域展開」に統一された。令和8年度（来年度）の秋以降、　　教員
の指導は原則平日のみとなり、土日は地域主体となる計画だが、指導者の確保など課　　題は多

い。詳細は来年10月の運営協議会の際に説明できる見通しである。（校長） 
 
　（４）夢育やらまいか事業の報告 
　　　　議長の指示により、教頭から資料に基づき夢育やらまいか事業の報告について説明が　　　あっ

た。 
　　→委員からは、質問等もなく了承を得ることができた。 
 
その他報告事項 
　　・学校運営協議会委員４名の方が任期終了となる。（校長） 
　　・３年生の面接練習について 
　　　年々、生徒の受け答えのレベルが上がっており、身なりもきちんとしていて頼もしい。　　（中野委

員） 
　　→引き続き、公立入試に向けても協力をお願いしたい。（教務） 
 
連絡事項 
・来年度の日程確認 
・卒業式・入学式のご案内 


